
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２０年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２１年１月６日（水）分）

◆不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。

法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の

不具合が対象になります。

２０２１年１月６日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日 備考

1 ＧⅢ 12月29日

誤記訂正
2021.1.20

（正）打振
（誤）打診

不適合内容

【共用プール建屋シャワードレン受タンク※（Ａ）のドレン入口弁の動作不良について】
当直員が共用プール建屋シャワードレン受タンク（Ｂ）から受タンク（Ａ）への切替え操作を行なったところ、受タンク
（Ａ）のドレン入口弁が全開にならず、「入口弁異常」警報が発生。
確認した結果、受タンク（Ａ）のドレン入口弁を操作スイッチにて全開操作したが、全開にならず、弁を打振したところ全
開となった。また、全閉操作時には全閉するものの、作動時に異音があることから、錆等による弁の固着と推定。
現在、当該弁は全開しており、運転に影響なし。
今後、点検・修理予定。

※シャワードレン受タンク：放射線管理区域内作業後に使用できるシャワー設備のシャワードレン水を受け入れるタン
クであるが、現在、シャワー設備は撤去されており、建屋内に流入する地下水ドレンを受け入れている。また、受け入
れた地下水ドレンは、高温焼却炉建屋に移送され滞留水として処理される。


